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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
は
、

院
内
各
所
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
よ
う
に
、
施
設
の
ほ
ぼ
中
央

に
集
約
す
る
セ
ン
タ
ー
コ
ア
方

式
を
採
用
す
る
ほ
か
、
待
ち
時

間
の
短
縮
な
ど
を
図
る
た
め
、

外
来
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
を
随

所
に
配
置
し
ま
す
〈
②
〉
。

　
ま
た
、
病
室
に
は
、
医
療
ガ

ス
設
備
な
ど
の
医
療
設
備
を
集

約
配
置
す
る
ほ
か
、
内
装
に
は
、

木
調
の
自
然
な
色
合
い
を
採
用

す
る
な
ど
、
落
ち
着
き
の
あ
る

療
養
空
間
と
し
ま
す
〈
③
〉
。

　
そ
し
て
、
一
階
に
は
カ
フ
ェ

〈
④
〉
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
理
美
容
室
を
設
置
す
る

ほ
か
、
二
階
に
は
、
食
堂
を
設

置
し
、
病
院
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
と
し
て
の
、
さ
ら
な
る
機
能

充
実
を
図
る
た
め
、
機
器
の
更

新
時
に
も
継
続
し
て
治
療
が
行

え
る
よ
う
「
第
二
リ
ニ
ア
ッ
ク

（
放
射
線
）
治
療
室
」
を
先
行

し
て
整
備
す
る
ほ
か
、
が
ん
患

者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談

支
援
体
制
の
充
実
の
た
め
の

「
が
ん
サ
ロ
ン
」
や
、
生
活
の

質
の
向
上
を
図
る
「
緩
和
ケ
ア

病
棟
」
を
整
備
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
第
一
期
の
解
体
・

造
成
工
事
〈
写
真
１
〉
を
始
め

て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に

は
本
体
工
事
に
本
格
着
手
し
、

平
成
三
十
年
九
月
の
竣
工
、
同

年
十
二
月
の
開
院
を
目
指
し
ま

す
〈
図
１
〉
。

　
ま
た
、
開
院
後
は
、
第
二
期

の
解
体
・
造
成
工
事
に
着
手
し
、

平
成
三
十
二
年
度
に
は
全
て
の

工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

利
便
性
の
向
上
を

目
指
し
て

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
と
し
て
の
機
能
充
実

平
成
三
十
年
十
二
月
の

開
院
を
目
指
し
ま
す

〈写真１〉第1期の解体・造成工事（12月
撮影）
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新
病
院
建
設
事
業
は
、
平
成

二
十
六
年
二
月
に
、
施
設
整
備

の
基
本
と
な
る
新
病
院
基
本
設

計
を
作
成
し
、
同
年
九
月
に
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る

事
業
者
選
定
を
行
い
、
設
計
・

施
工
一
括
発
注
に
よ
る
事
業
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
部
既
存
施
設
の

解
体
工
事
や
造
成
工
事
と
並
行

し
、
実
施
設
計
の
検
討
を
行
な

い
、
基
本
設
計
か
ら
さ
ら
な
る

診
療
機
能
の
充
実
な
ど
を
図
っ

た
「
新
病
院
実
施
設
計
」
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
同
実
施
設
計
で
は
、
地
域
の

中
核
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

を
目
指
し
、
①
機
能
的
で
使
い

や
す
い
病
院
、
②
災
害
に
強
い

病
院
、
③
患
者
中
心
の
病
院
、

④
働
く
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

病
院
の
四
つ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
て
、
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
核
病

院
と
し
て
の
「
先
進
性
」
と
、

地
域
の
人
や
自
然
と
の
「
調

和
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
、
屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
備
え
た
鉄
骨
造
り
、
一
部

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
十

三
階
建
て
と
し
て
お
り
、
環
境

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
建
設

や
維
持
管
理
に
掛
か
る
費
用
の

低
減
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
診
療
科
数
は
二
十
五

科
で
、
総
病
床
数
は
七
百
床
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
時
の
建
物
へ
の
影
響
を

軽
減
し
、
安
全
・
安
心
の
医
療

継
続
を
図
る
た
め
、
建
物
全
体

を
免
震
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
内
外
に
災
害
時
活
動

や
ト
リ
ア
ー
ジ
（※

）
を
想
定

し
た
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
講
堂
を
一
階
に

配
置
し
、
直
接
外
部
と
の
出
入

り
口
を
設
け
、
感
染
症
が
大
流

行
し
た
際
に
、
感
染
患
者
の
待

合
い
や
診
療
の
場
所
と
す
る
こ

と
で
、
一
般
患
者
と
の
動
線
を

分
離
し
、
感
染
拡
大
を
防
止
し

ま
す
。

※

負
傷
者
を
重
症
度
・
救
急
度

　
に
よ
っ
て
分
類
し
、
治
療
や

　
搬
送
優
先
順
位
を
決
め
る
た

　
め
の
手
続
き
。

　
市
は
、
現
在
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
、
新
病
院
建
設
事
業
の
実
施

設
計
を
公
表
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守
る
、
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、
平
成
三
十
年
十
二
月
の
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

新
病
院
建
設
事
業
の

　
　
　実
施
設
計
を
公
表

外
観
は
先
進
性
と
人
や

自
然
と
の
調
和
を
表
現

新
病
院
建
設
事
業
の

進
捗
状
況

災
害
拠
点
病
院
と
し
て

の
機
能
充
実
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